
手術部位感染（SSI）サーベイランスの具体的な方法について教えてください． 

 
 

 

　SSIサーベイランスは術後感染を起こした患者に関するサーベイランスで，術式や，手術部位の汚

染度，手術時間，手術前の患者の状態などの手術における感染リスクによって感染率が異なること

から，通常は術式，感染リスクで層別化して感染率を算出し比較します．具体的には，ある術式で

手術を受け，あるリスク因子（通常は指数化）をもつ患者のうち手術部位感染を起こした患者数を，

その術式で手術を受けた患者のうち同レベルのリスク因子を持つ患者数で除し100をかけて手術部位

感染率を算出します．術式やリスク指数の分類，手術部位感染の診断基準はCDCの定めるNNIS（米

国院内感染サーベイランスシステム）の基準，あるいは日本環境感染学会で定めるJNIS（日本院内感

染サーベイランスシステム）の基準に基づいて行います．術後の観察期間は30日間あるいは退院する

までとされています．
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